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年

金

介
護
保
険

学
生
の
皆
さ
ん
へ

「
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例

制
度
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
は
、
２０
歳
以
上
の
す

べ
て
の
方
が
加
入
し
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学

生
さ
ん
も
、
国
民
年
金
に
加
入
し

て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
学
生

さ
ん
に
は
所
得
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
在
学
期
間
中
の
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
さ

れ
る
「
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
前
年
度
に
「
国
民
年
金

学
生
納
付
特
例
制
度
」
の
承
認
を

受
け
て
い
た
方
も
、
毎
年
、
学
生

納
付
特
例
の
手
続
き
が
必
要
で
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
者

・

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高

校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
な

ど
に
在
学
し
て
い
る
者
（
夜
間
・

定
時
制
も
含
む
）

・

前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下

（
収
入
の
目
安
１
８
３
万
円
以

下
）

手
続
先
・
方
法

・

住
民
票
の
あ
る
市
町
の
国
民

年
金
担
当
係
又
は
社
会
保
険
事

務
所

・

年
金
手
帳
、
印
鑑
及
び
在
学

証
明
書
又
は
学
生
証
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

承
認
さ
れ
る
と

・

承
認
期
間
中
の
ケ
ガ
や
病
気

な
ど
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
は
、

一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
障
害

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・

承
認
期
間
は
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
（
２５
年
）
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。

・

承
認
期
間
に
つ
い
て
は
、
保

険
料
を
１０
年
前
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
付
す
る
「
追
納
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。（
２
年
を
過
ぎ
る
と
、

経
過
し
た
年
数
に
応
じ
て
保
険

料
に
加
算
額
が
つ
き
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所
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離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度
に

お
け
る
家
庭
裁
判
所
の
手
続

き
が
平
成
１９
年
４
月
１
日
か

ら
始
ま
り
ま
し
た

平
成
１９
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
た
離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度

で
は
、
分
割
の
割
合
は
原
則
と
し

て
当
事
者
の
協
議
に
基
づ
く
合
意

に
よ
り
定
め
ま
す
。
し
か
し
、
合

意
が
で
き
な
い
と
き
に
は
、
当
事

者
か
ら
の
申
立
て
に
よ
り
、
家
庭

裁
判
所
に
お
け
る
調
停
手
続
や
審

判
手
続
な
ど
を
利
用
し
て
分
割
割

合
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
離
婚
時
の
年
金
分
割
制

度
は
、
平
成
１９
年
４
月
１
日
よ
り

前
に
離
婚
し
た
方
は
利
用
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
当
事
者
間
で
合
意
が
で
き
な
い

場
合
に
お
け
る
家
庭
裁
判
所
の
手

続
き
】

●

審
判
手
続
及
び
調
停
手
続
に

つ
い
て

・

調
停
手
続
で
は
、
当
事
者
間

で
争
い
の
あ
る
年
金
分
割
の
割

合
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
に
よ

る
解
決
を
め
ざ
し
ま
す
。

・

審
判
手
続
で
は
、
家
事
審
判

官
が
申
立
て
の
際
に
提
出
さ
れ

た
書
類
な
ど
に
基
づ
い
て
、
年

金
分
割
の
割
合
に
つ
い
て
判
断

し
ま
す
。

●

離
婚
訴
訟
に
お
け
る
附
帯
処

分
の
手
続
き
に
つ
い
て

・

離
婚
訴
訟
に
お
い
て
、
裁
判

所
は
、
当
事
者
の
申
立
て
に
よ

り
、
離
婚
請
求
を
認
容
す
る
場

合
に
併
せ
て
年
金
分
割
の
割
合

に
つ
い
て
判
断
し
ま
す
。

○

家
庭
裁
判
所
へ
の
申
立
て
に

つ
い
て

・

原
則
と
し
て
相
手
方
の
住
所

地
を
受
け
持
つ
裁
判
所
に
申
立

て
ま
す
。

・

申
立
て
を
す
る
に
は
、
申
立

書
、
手
数
料
、
郵
便
切
手
な
ど

の
ほ
か
、
申
立
て
に
係
る
年
金

制
度
ご
と
に
、
情
報
提
供
の
手

続
き
に
よ
っ
て
社
会
保
険
事
務

所
な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
た
「
年

金
分
割
の
た
め
の
情
報
通
知
書
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

年
金
分
割
に
関
す
る
家
庭
裁
判

所
に
対
す
る
審
判
や
調
停
の
申
立

て
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
家
庭

裁
判
所
や
、
裁
判
所
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（http

://w
w
w
.courts.go.

jp/

）
で
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
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介
護
保
険
料
仮
徴
収
の

お
知
ら
せ

６５
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

は
、
算
定
の
基
礎
と
な
る
町
民
税

の
課
税
や
前
年
度
の
所
得
が
６
月

以
降
に
確
定
す
る
た
め
、
７
月
に

年
間
保
険
料
を
確
定
し
ま
す
。

保
険
料
決
定
ま
で
の
間
、
昨
年

か
ら
引
き
続
き
特
別
徴
収
（
年
金

天
引
き
）
に
よ
り
保
険
料
を
納
め

る
方
は
、
平
成
１９
年
２
月
と
同
じ

額
を
８
月
ま
で
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
平
成
１８
年
１０
月
の
保
険

料
が
、
著
し
く
増
加
、
減
少
し
た

方
は
、
昨
年
度
の
保
険
料
を
基
に

調
整
し
た
金
額
を
６
月
、
８
月
に

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
１９
年
４
月
以
降
、

特
別
徴
収
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ

く
方
は
、
昨
年
度
の
保
険
料
を
基

に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
徴
収

額
が
変
更
と
な
る
方
、
新
た
に
特

別
徴
収
を
開
始
す
る
方
に
は
、
後

日
個
別
に
通
知
し
ま
す
。
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せ
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
年
金

◆
介
護
保
険

◆
保
険
医
療

◆
税
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